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行　政

本年度予算額 前年度予算額 対前年度増減

歳
入
102億81百万円 99億3百万円 3億78百万円

（3.8％）歳
出

��
年
ぶ
り
に
国
保
税
率（
額
）を
改
定

平
成
25
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

　

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
（
国
保
会
計
）
は
、
急
速
な
高
齢

化
の
進
展
、
医
療
の
高
度
化
な
ど
で
の
医
療
費
の
増
加
や
、
高

齢
者
や
所
得
の
少
な
い
人
の
加
入
割
合
が
高
い
と
い
う
構
造
的

要
因
な
ど
で
、
と
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
で
す
。
こ
の
た
め
、

平
成
25
年
度
の
国
保
会
計
予
算
で
は
収
入
を
確
保
す
る
た
め
、

12
年
ぶ
り
に
保
険
税
率
（
額
）
の
改
定
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

国
保
医
療
課
国
民
健
康
保
険
係　

☎
（
36
）
１
３
６
３

今
回
の
税
率
改
定
の

基
本
的
な
考
え
方

平
成
25
年
度

国
保
会
計（
事
業
勘
定
）

予
算
の
概
要

　
国
保
会
計
で
は
、
平
成
24
年

度
に
、
収
支
不
足
分
を
一
般
会

計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ
（
被

保
険
者
に
限
ら
ず
市
民
全
体
の

税
金
）
で
補
て
ん
し
て
い
ま
し

た
（
表
１
参
照
）。

　
赤
字
補
て
ん
額
は
、
平
成
24

年
度
当
初
予
算
額
で
、
６
億
７

０
０
０
万
円
強
で
、
今
後
、
平

成
24
年
度
の
税
率
（
額
）
で
推

移
す
る
と
、
毎
年
、
６
億
円
以

上
の
赤
字
が
発
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
で
は
国
保
の
安
定

的
な
運
営
が
で
き
な
く
な
る
た

め
、
保
険
税
率
（
額
）
を
改
定

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
保
は
、
病
気
や
け
が
を
し

た
と
き
に
安
心
し
て
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

被
保
険
者
が
保
険
税
を
出
し
合

い
、
必
要
な
医
療
費
に
充
て
て

相
互
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。

　
今
回
は
、
収
支
不
足
分
（
６

億
１
０
３
６
万
６
０
０
０
円
）

の
２
分
の
１
を
保
険
税
率（
額
）

の
改
定
で
対
応
し
、
残
り
は
一

　
国
保
税
の
歳
入
に
占
め
る
割

合
は
約
21
％
で
、
歳
入
の
大
半

は
国
・
県
な
ど
の
支
出
金
で
賄

わ
れ
て
い
ま
す
（
歳
入
円
グ
ラ

フ
参
照
）。

　
前
年
度
か
ら
歳
入
が
増
加
し

た
主
な
要
因
は
、
国
保
税
３
億

２
１
３
７
万
円
増
、
前
期
高
齢

者
交
付
金
５
億
１
３
６
７
万
円

増
な
ど
で
す
。

　
歳
出
に
占
め
る
割
合
が
最

も
大
き
い
の
は
保
険
給
付
費

（
68
・
８
％
）
で
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
等
（
12
・
２
％
）、

共
同
事
業
拠
出
金
（
11
・

５
％
）、
介
護
納
付
金
（
５
・

１
％
）
と
な
っ
て
い
ま
す
（
歳

出
円
グ
ラ
フ
参
照
）。

　
前
年
度
か
ら
歳
出
が
増
加
し

た
主
な
要
因
は
、
後
期
高
齢
者

支
援
金
１
億
７
０
７
９
万
円

増
、
保
険
給
付
費
１
億
１
９
１

５
万
円
増
、
介
護
納
付
金
３
８

２
３
万
円
増
、
共
同
事
業
拠
出

金
２
４
２
４
万
円
増
な
ど
で

す
。

　
な
お
、
国
保
税
は
、
被
保
険

者
の
保
険
給
付
費
、
後
期
高
齢

者
支
援
金
、
介
護
納
付
金
な
ど

に
充
て
ら
れ
て
い
て
、
国
保
事

業
の
運
営
経
費
（
事
務
員
や
職

員
の
人
件
費
な
ど
）
に
は
一
切

使
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
今
後
は
、
医
療
費
の
伸
び
を

少
し
で
も
抑
え
る
た
め
、市
は
、

市
民
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
健
康
づ
く
り
や
適

正
受
診
な
ど
を
積
極
的
に
推
進

し
ま
す
。

　
将
来
に
わ
た
っ
て
誰
も
が
安

心
し
て
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
と
し
て
、
国
保
事

表１�

項　　目
平成24年度
予算額
（当初）

不足分の全額を
税改定で対応する

場合

平成25年度
予算と決定税率

繰入金（一般会計法定外）
赤字補填（ほてん） 6億7,366万5千円 0円 3億337万円

保
険
税
率（
額
）

基礎課税額

所得割 6.5％ 7.8％ 7.0％

均等割 23,000円 26,000円 25,100円

平等割 23,000円 26,000円 25,100円

後期高齢者
支援金等課税額

所得割 1.5％ 2.7％ 2.1％

均等割 5,500円 10,100円 7,600円

平等割 5,500円 10,100円 7,600円

介護納付金課税額

所得割 0.8％ 4.0％ 2.2％

均等割 9,200円 21,100円 14,200円

一人当たり保険税額 80,208円 107,456円 93,650円

前年比（額） ▲ 1,704円 27,248円 13,442円

前年比（率） 97.9％ ＊1  134.0％ 116.8％

一世帯当たり保険税額 139,578円 187,273円 163,212円

前年比（額） ▲ 4,850円 47,695円 23,634円

前年比（率） 96.6％ 134.2％ 116.9％

業
を
維
持
・
継
続
し
て
い
く
た

め
、
引
き
続
き
医
療
費
の
適
正

化
対
策
を
強
力
に
進
め
ま
す
。

市
民
、
被
保
険
者
の
み
な
さ
ん

の
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

国民健康保険税
21億82百万円
（21.2％）

国庫支出金
21億25百万円
（20.7％）

共同事業交付金
11億45百万円
（11.1％）

その他
15百万円
（0.2％）

県支出金
5億22百万円
（5.1％）

繰入金
8億16百万円
（7.9％）

前期高齢者交付金
28億71百万円
（27.9％）

療養給付費等交付金
6億5百万円（5.9％）

総務費
1億23百万円
（1.2％）

保険給付費
70億78百万円
（68.8％）

介護納付金
5億27百万円
（5.1％）

保健事業費
88百万円
（0.9％）

その他
27百万円
（0.3％）

共同事業拠出金
11億85百万円
（11.5％）

後期高齢者支援金等
12億53百万円
（12.2％）

歳入予算額
102億81百万円

（100％）

歳出予算額
102億81百万円

（100％）

国
保
税
が
充
て
ら
れ
る
経
費

般
会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
入
れ

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
も
し
、

収
支
不
足
分
を
、
全
額
保
険
税

率
（
額
）
の
改
定
で
対
応
す
る

と
、
１
人
当
た
り
の
保
険
税
額

は
約
34
％
も
増
加
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
（
表
１
の
＊
１
参

照
）。

　
４
月
２
日
、
中
村
研
一
特
別

展
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
同
展
は
、「
新
市
制
10
周
年
」

と「
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
25
周
年
」

を
祝
う
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
郷
土
が
生
ん
だ
偉
大
な
洋
画

家
、
中
村
研
一
の
作
品
は
太
平

洋
戦
争
の
東
京
大
空
襲
で
、
大

半
が
焼
失
し
、
作
品
が
少
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
れ
ま
で
展

示
会
を
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
昨
年
、
中
村
研
一
が
永
住
し

て
い
た
小
金
井
市
と
「
文
化
交

流
に
関
す
る
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
」
を
締
結
し
、
同
市
か

ら
多
数
の
作
品
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
、
ま
た
、
全
国
か
ら
作

品
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
絵
画
だ
け
で
な
く
、
陶
芸
作

品
も
展
示
し
、
九
州
初
公
開
作

品
も
あ
り
ま
し
た
。
第
二
弾
を

８
月
中
旬
開
催
予
定
で
す
。
ぜ

ひ
、
こ
の
機
会
に
足
を
運
び
、

素
晴
ら
し
い
作
品
を
鑑
賞
し
て

く
だ
さ
い
。

【
中
村
研
一
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　
宗
像
郡
南
郷
村
で
少
年
時
代

を
過
ご
し
、
東
京
美
術
学
校
西

洋
画
科
卒
業
後
、パ
リ
に
留
学
。

戦
前
、
戦
後
を
通
じ
、
写
実
絵

画
の
第
一
人
者
と
し
て
活
躍
し

ま
し
た
。
重
厚
な
色
彩
と
力
強

い
構
図
で
、
人
物
画
の
名
作
を

数
多
く
描
き
ま
し
た
。

　広報紙15日号で毎月、市 ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載してい
る市長ブログを紹介しています。

■問い合わせ先　秘書政策課秘書担当　☎（36）０８９０

同
展
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、
展

示
会
を
開
催
で
き
た
喜
び
を
み

な
さ
ん
に
伝
え
ま
し
た


